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デグー（Octdon degus）はアンデス地方に生息する齧
歯類で，成体は体長 12～15 cm（尾部を除く），体重は 200








のモデル動物としても研究されている（Lee, 2004 ; Na-
jecki & Tate, 1999）。また，デグーは生まれた時点で十
分に毛が生えており眼や耳も開いているなど早熟で活動
性が高く（Lee, 2004 ; Poeggel & Braun, 1996 ; Reynolds
& Wright, 1979 ; Woods & Boraker, 1975），授乳期のメ
スは実験者が扱った里子も受け入れるために発達初期の
研究が比較的容易である（Poeggel & Braun, 1996 ; Rey-




























のの 1つである放射状迷路課題（Finamore & Port,






et al., 2015），実験開始時 75週齢（1歳半），平均体重
206.8 g（範囲 189～234 g）であった。残り 4匹は若年で
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（範囲 65～100 g）であった。ラットは実験動物供給会社
から購入した若年で実験歴のない Wistar 系雄性アルビ
ノ（Jbc : Wistar）8匹で，実験開始時 8週齢，平均体重




24.5 cm，高さ 19 cm）にて個別飼育した。ケージ背面に
あるノズルより自由に摂水可能であり，餌は各動物種に
適したものを与えた。具体的には，デグーについては飼







は，直径 30 mm，長さ 96 mm のかじり木（株式会社マ
ルカン製コーン S）を飼育ケージ天井部から常時，吊り
下げて固定し，1週間ごとに取り換えた。飼育室内は 22







cm, 1辺の長さ 11 cm）があり，その各辺からアーム
（幅 11 cm，長さ 63 cm）が放射状に伸びていた。各アー
ムはプラットホーム側から 15 cm までは高さ 19.5 cm，
そこから先は高さ 40 cm の側壁で囲まれていた。各ア
ームの先端から 1.5 cm の位置にオレンジ色のペットボ
トルのキャップ（内径 2.8 cm，深さ 1.4 cm）を設置し，
餌粒（BIO-SERV 社製 45 mg ペレット）を入れた。な
お，プラットホームには透明アクリル製シリンダー（内







ら FM 局間ノイズ（52 dB, Scale C）を流して室外音を
遮蔽し，実験の様子はプラットホーム真上に設置した広

















続く 2日間は迷路への馴致を 1日 1試行実施した。事























































































Figure 1 Mean number of total errors in the 8-arm radial maze task（1 trial per day）. The total errors are the
sum of aborted entries, plus re-entries into any arms that had been already visited and rewarded.

























































Figure 2 Mean speed（inverse of the time in seconds to clear the maze）. Bars of standard errors are shown on
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